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支那事愛に際し昨年の日食を思ふ

瀬　戸　　本　　田 實

　IE｛kの國ll本が，支那四億の民衆を暴戻なる軍閥國民政府の手より救はんた

め，コミンテルンの魔手より救ひ，眞の東洋李和の爾に，敢然と暴支鷹懲のた

めに，橋畔一・磯の三品は，奈「1本を奮ひ立たせたのであった．

　天皇の御稜威燦と輝き，陸に海に，我等が皇軍は輝かしい糊目を忌めつ、あ

る・この時に賞り，お互に東洋李和の爲手を取り合はねばならない爾國民が，

一■福ﾍ排口教育を徹底させ，一・方はその悪夢をさまさすべく矛を取るの時，私

は，この口支の感憐の極端に達するの時，あの昨年の日食時に於ける，北海道

枝幸に於ての口支爾國の陽型除の，あのうるはしV・騎駈上の協力を，思ひ起さ

ざるを得なV・のである．

　中華民國の槻馬出が枝幸に來たのは6月の11「1であっte．この日日ホ1ツク

海に焚生する，北見國特イ∫の濃霧は，枝幸の村を立てこめて，何となくしっと

りと，もの柔かな口であった．京大組はこのrl枝幸に來る支那の槻測除を迎う

ろべく，枝幸，小謡別闇の小路を自動車をとばせた・その日朝早く村役場の人
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；左…京大槻測所，右…支那狸測所，右の國旗は青天由日旗
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と荒木（健）先生は小智別まで，お迎べに出てゆかれた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　自動車は非常に室氣の透明な，とど松や，から松の原始林の間をぬって進ん

でゆく．牧場の牛が自動車のひy“きに驚いて，黒い背に波打たせながら，ノソ

リノソリとよける．

　枝幸，小頓三半，幌別川の清流が，北へ流れてみるところで，支那の観測隊

をのせた自動車に出倉つた．自動車に，日支帯町明をつけて進む自動車は誠に

微笑しい親善の風色であった．術同行御案内役の，山本教授夫人や，東京自由

學園槻弓隊の諸嬢も乗ってゐられた．

　余青松南京天心毫長が，自動車から二身をのり出して，京大の竹田助教授と

挨拶してみる聲は静かであった．

　この日，枝幸村民及び，小學校，女藩校生徒一同は，手に手に，H支爾國の

國旗をもつて村はつれまで出迎へた．異郷に故國の旗をみる．余青松除長始め

除員は殊の外感深げであった．

　それより，村役場に至り，村民の観三士が開かれた．そして宿舎に當てがわ

れた北海漁業血続の蟹工場の寄宿舎の一室に牧まったのであった．

　日食の口も差しせまってみたので，支那の人々は，その日の夕方から，小學

校裏庭の，京都大學の観測所’にならべて，器械の組立てを始めた．

　テントを張った小屋の中で，おぼっかなV・日本語を話す総員を相手に，ネジ

をしめたり，足を組立てたり，器械の据付を手傳ってやった．

　そしてその羅日から，ラヂオをもつて來てるないので，クロノメ1タ1をあ

っかり，我々のつくってみた暗室も仲よく一．・緒に使用することにした．殊にク

ロノメ1タ1を私があっかるようになったのは，その責任の重大を感ずると共

に，又うれしい限りであった．…つのレシ1バ1を二つに分けて片耳づNで，

荒木先生と，あの美しい報時の普男憎のひビきを聞いたものである．

　それより前，小三校の生徒は毎朝，日食の日がよい天氣になりますやうにと

榊就へ日塗して果れた．余青松豪長が，枝幸へ來て二三日経つた日，小學校に

講演に行って，そしてこの「天氣になるやうに」との日参に感激し，　「この度

の日食が幸にも成功したならば，その一人いやその全部は，熱誠こめて所って

下すった皆様（小學生）の賜に外ならない」と，感謝の群を述べたそうである．

　日食の當日がきた！！幸にも村人の熱誠が容られたのか，室は美しく晴れ渡
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つて図面は成功した！！我々のよろこびも大きかったが，叉遠くこNまで遠征

した黍青松面長はじめ支那の人々のよろこびも又大きかったであらう．其夜枝

　　　　　　　　　　　枝幸小學校開門

幸村主催の観測慰螢會と逡別懇が開かれ，厚く厚意を謝して其の翌朝，支那観

測除は故国へ向け鯖って行った．

　私は今随ふ！　今全日本は打って一丸となり暴支鷹懲のため，海に陸に堂々

の陣を進め，爾國の感情の悪化之以上はないであらう．しかしながらあの日食

當時支那の親旧除に示した，杖幸露盤局及び，京都大學の示した友情を，軍に

枝幸村當局，京都大霜の示した友情として讐なくして，全日本の示した暖かい

友情として，彼等は決して忘れるものではなからうと．

　少くとも支那國民のうちに彼等だけは，日本の友情がどんなものであるかを

知り，そして日本の眞意をよく知ってみるであらう．

　更に思ふ，無敵室軍の爆撃下にさらされる，南京郊外紫金山天文姦で，私の

枝幸でしばらくでもあづかってみたあのクロノメ1タ1は，どんな音をして時

を刻んでみるであらうかと．

　願くは，一日も早く雨國共に手を取りて，眞の東洋李和のために，歩調を合

せて堂々進む日の近からんことを隔る。（12．1L　5）


